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年
頭
の
挨
拶

国
見
町
長
　
赤
井
畑

直

衛

新
年

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

流

れ
去
っ

た

Ｉ‘
九
六
〇
年

は
農
民
み
な
さ

ま
の
ご
丹
精
に
よ
っ
て
六
年
続
き

○
豊
作
と
な
り
、

ま

た
、

経
済
界
も
岩
戸
景
気

と
も

い
わ
れ

る
好
況
を
見
せ
、
国
民

生
活
の
向

上
の
た
め
有
意
義

な
年
で

あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
χ

に
輝

か
し
い
希
望
に
満
ち
た
昭
和
三
十

六
年

の
新
春

を
お

む
か
え
し
た
こ
と
は
町
民

の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

。

さ
て
、
わ
が
新
生
国
見
町
も
誕
生
以
来
七
年
、
懸
案
で
あ
っ
た
地

財
法
の
拘
束

か
ら
脱
却
し

自

主
独

立
の
地
方

自
治
体
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
み
な

さ
ま
御
承
知

の
と
お
り
、
町

の
財
政

は
今

な
お
中
央
依

存
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
甚
だ
遺
憾
と

す

る
と
こ
ろ
で

あ
り

ま
す

。

幸
に
も
町
民
み

な
さ
ま
の
澂
い
御

理
解

と
ご
協
力
に
ょ
っ
て
町

民
待
望

の
茴
田

小
学

校
屋
内

運
動
場
も
近
近
完

成
す

る
運

び
と
な
り
教

育
施
設
と
し
て
は
一
応
整
備

の
段
階

を
む
か
え

る
こ

と
が
出

来
ま
し
た
。
本
年

は
構
想

を
新

に
し
、
国
県
の
施
策
に
対

応
し
て
、
健
全
財
政

を
堅
持

し
っ

Ｘ
乏
し
い
中
に
も

よ
り
一
段

と
創
意

と
工
夫
を
重
ね
町
民
の
福
社
の
向

上
に
微
力

を
つ
く

し
た
い
と
思
い
ま
す

。

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
っ

て
町

政
を
お
あ
づ
か
り
し
て
第
二
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
が
住

み

よ
い
国

見
町

づ
く
り

の
た
め
に
全
力

を
傾
注
し
て
町
民
み
な
さ
ま
の
変
ら
ざ
る
ご
鞭
館

を
お

願

い
申
し
上
げ
ご
多
幸
と
ご
繁
栄

と
を
お
祈
り
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
っ

と
い
た
し
ま
す

。

農
村
の
体
質
改
善
を
め
ざ
し
て

新
し
い
養
鶏
・
畜
産

農

業

経

営

な
ど
研
究
の
会

農
業
経
営
の
近
代
化
、
共
同
化

を

す
す
め
「
農
村
の
体
質
改
善
」

を

は
か
る
た
め
に
は
、
町

内
農
家
一

人
一
人
の
自
覚
と
意
識
を
た
か
め

ね
ば
な
ら
ぬ
。
わ
が
国
見
町
役
場

で
は
、
綜
合
的
な
学
習
を
進
め
る

た
め
、
農
業
大
学
講
座
と
も
い
う

べ
き
次
の
各
種
研
究
の
会
を
催
う

す
こ
と
に
な
っ

だ
の
で
、
町
民
各

位
は
絶
大
な

る
協
力
と
熱
意
を
も

っ
て
、
こ
の
好
毆
を
の
が
す
こ
と

な
く
、
一
人
も
れ
な
く
出
席
し
、

聴
講
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
Ｏ新

し
い
養
蘿
の
在
り
方

講
演
会

講
師
　

中
川
西
技
師

一
月
十
八
日
午
前
九
時

小
坂
農
協

会
舘

同
日
午
后
一
時

青
年
研
修
所

一

月
十
九
日
午
前
九
時

大
木
戸

仝
　

日
　

午
后
一
時

森
江
野

一

月
二
十
三
日
午
后
一
時

大
枝

新
し
い
農
業
経
営

に
つ
い
て

講
師
　

農
村
振
興
協
議
会

顧
問
　

小
森
健
治
博
士

一
月
二

十
日
午
前
九
時

池
田
小
学
校

０

植
林
懇

談
会

講
師
　

県
林
務
踝
渡
辺
技
師

一

月
十
六
日
午
后
一
時

国
見
町
役
場

○
畜
産

の
将
来
と
そ
の
改
善

講
師
　

県
畜
産
課
専
門
技

師

二
月
十
日
午
前
九
時

青
年
研
修
所

○
実
践
発
表
会

発
表
者
　

次
の
各
種
目
よ
り

二
名

づ
つ
澀
出

種
目
　

水
稲
、
蔬
菜
、
果
樹

鶏
、
農
業
経
営
、
二
毛

作
岌
、
馬
鈴
薯

二
月
十
五
日
午
前
九
時

青
年
研
修
所

○

自
作
地
創
設
懇
談
打
合
会

講
師
　
県
農
林
課
係
官

一
月
十
三
日
午
后
一
時

町
役
場

○
農
地
相
談
会

一
月
二
十
五
日
午
后
一
時

役
場

一
月
一
一
十
六
日
午

后
一
時

森
江
野
農
協

議
会
だ
よ
リ

十
二
月
定
例
譎
会

水
道
敷
設
事
業（

事

業
変
更

）の
件
な
ど

六
件
可
決

十
一
一
月
二
十
日
町
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
、
会
期
は
一
日
、

議
案
は
次
の
通
り
（

何
れ
も
町

長
提
出

）

日
程
第
一
　

専
決
処
分
に
つ
き

承
認
を
求
め
る
の
件

飯
坂
町
の
加
入
に
伴
う
伊

達

地
方
衛
生
処
理
組
合
規
約
の

一
部
改
正

の
専
決
で
原
案
通

り
可

決

’

日
程
第
二
　

昭
和
三
十
五
年
度

藤
田

小
学
校
屋
内
体
育
館
改

簗
事
業
起
債
の
件

長

期
債
四
百
五
十
万
円

を
郵

歇
省
簡
易
保
険
局

よ
り
借
入

の

た
め
で
原
案
通

り
可
決

日
程
第
三
　

職
員

の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
制
定

の

件伝
染
病
疫
作
業
の
従
事
職
員

に
対
す
る
危
険
手
当
支
給
す

る
こ
と
の
条

例
で
原
案
通
り

可
決

日
程
第
四
　

水

道
敷
設
（
事
業

変
更
）
の
件

給
水
区

域
拡
張
の

た
め
、
簡

易
水
道
か
ら
上
水

道
に
切

か

え
る
も
の
で
、
事
業
費
二
千

五
百
三
十
万
円

、
工

期
昭
和

三
十
六
年
四

月
一
日
か
ら
昭

和
四
十
年
三

月
三
十
一
日
ま

で
五
ヶ
年
間
原
案
通
り
可
決

日
程
第
五
　

昭
和
三
十
五
年
度

国
見
町
簡
易
水

道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算

簡
易
水
道
か
ら
上
水
道
に
切

替
え
の
た
め
の
設
計
手

数
料

。
等
の
増
加
に
よ
る
も

の
で
総

額
三
十
五
万

三
千
円

の
追
加

更
正
で
原
案
通

り
可
決

日
程
第
六
　

昭
和
三
十

五
年
度

国
見
町
歳
入
歳

出
追
加
更
正

予
算

町
價
五
十
万
円

等
の
見
通
し

確
実
な
財
源

を
基
に
伝
染
病

委
託
料
三
十
七
万
円
駅
前
県

道
舗
装
負
担
金
三
十
万
円
等

の
追
加
更
正
で

総
額
七
十
九

万

五
千
円

を
原
案
通
り
可
決

（

総
務
課
）

こ
れ
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
く

わ
し
く
は
議
員

の
皆
様

か
ら
お

き
ぎ
下

さ
い
。

（
編
集

係
よ
り
）

○
農
家
簿
記
講
習
会

一
月
二
十
三
日
午

后
一
時

町

役
場

Ｏ
養
難
相
談
室
開
設

一
月
二
十

六
日
よ
り
毎
月
一

回
実
施

国
見
町
役
場

○
林
業
研
究
会
設

立

一
月
下
旬
　

内
谷

○
晨
改
推
進
員
会

総
会

二
月
下
旬

藤
田
小
学

校

Ｏ

酪
農
、
養
豚

、
緬
山
羊
普
及
協

議
会
開
催

一
一
月
二
十

日
　

町
役
場

収
納
率
二
・
七
％
上
昇

町
税
完
納
運
動
の
効
あ
が
る

わ
が
町
の
納
税
成
績

は
、
町
民

の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
年

々
向

上
の
一
途
を
た
ど
り
、
健
全
財
政

の
基
礎
確
立
の
た
め
大
い
に
喜
ば

れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭

和
三
十
五
年
度
の
最
終
納
期
、
十

二

月
二
十
六
日
現
在
の
収
納
率
が

発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

全
体
の
収
納
率
九
四
こ

％
で
、
前

年
同
期
に
比

べ
二
・
七
％

も
上
廻

る
好
成
績
で

あ
る
。
こ
れ
を
税
目

別
に
見
る
と
町
県
民
税
九
六
・

四

％
、
固
定
資
産
税

九
三
・
七
％
、
国

保
税
九
三
・
〇
％

、又
地
区
別
に
見

る
と
各
税
と
も
大
木
戸
地
区
が
九

七
％
を
超
し
て
断
然
頭

角
を
あ
ら

わ
し
、
森
江
野
、
大
枝

、
藤
旧
、

小
坂
の
順
に
こ
れ
に
っ

づ
い
て
い

る
。
従
来
最
下
位
に
甘

ん
じ
て
い

た
藤
田
地
区
の
町

県
民
税
が
九
六

・
八
％
で

第
二
位
に
進
出
し
て
い

る
の
は
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
本
町
の
納
税
成
績
が

よ
く
な
っ
だ
の
は
、
経
済
界

の
好

況

が
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て

も
町
民
各
位
の
納
税
思

想
の
あ
ら

わ
れ
で
、
部
落
報
貭
規
定
に
よ
る

奨
励
方
法
が
効
を
炎
し
、
叉
郷
党

相
扶

に
よ
る
納
税
貯
蓄
組
合

の
活

溌

な
活
動
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ

て
い
る
。
渮
目
下
展
開
中
の
町
税

完

納
運
動
の
終
る
三
月
末
日
ま
で

に
は
現

年
度
税

金
は
完
納

、
滞
納

税
金
も
す

っ
か
り
解
消
さ
れ

、
昨

年
完
納

の
二
十
部
落

は
も
ち
ろ
ん

町
内
四
十
八
全
部
落
揃
っ
て
完
納

報
假
金
を
受
け
ら
れ

る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

町　 税　收　納　 率　一　 覧　表　　35.12.25現在

姉

藤　
田

小　坂
回

大

計

枝

町　県　民　鴉 固 定 資 産 釉ｌ国民健康保険税 １　合　　　 計

収納 率

96. 8

94.8
96.0

97. 2

96. 2

96. 4

前年同期
の収納率

89. 5
94. 7

953
96. 5
92. 7

94. 0

収納率

91. 5
92. 4
95. 2
97. 5
93.4

93. 7

前年同期
の収納率

85. 5

93. 5
93.4

97. 3

94. 2

61. 6

収納率

91. 1
91. 6

93. 5
97. 5
92. 7
93. 0

前年同期
の収納率

85. 7
89.9
92.2
96. 4

91･2
90. 5

収納率

92. 9
92.6
94.8
97. 3
93.7

94. 1

羂年同期
の収納率

89.8
92.6

93.4

96. 7

92.8

91. 4

国
勢
調
査
の
結

果
公
表

昨
年
十
月
一
日
実
施

し
た
国
勢

調
攷

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

各

位
の
絶
大
な
御
協
力
に
よ
り
ま
し

て
無
事
終
了
出
来

ま
し
た
こ
と
を

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
総
理
府
統
計
局
よ
り
、

わ
が
町
の
世
帯
お
よ
び
人
口
の
概

数
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

世
帯
総
数
　
　

二

、四
七
一

人
口
総
数
　

一
三
、
一
〇
六

男
　
　
　
　

六
、
二
六
六

女
　
　
　
　

六
、八
四
〇

前
回
に
対
し
　

一

、〇
三
七
緘

渮
年
令
層

別
の
人

口
構
成
図
を
か

い
て
見
ま
し
た
。
十

才
か
ら
十
五

才
、
五
才
か
ら
十
才
の
層
が
い
か

に
多
い
か
、
こ
れ

が
現
在
の
小
中

学
校
生
で
す

。
こ
れ

が
五
年
十
年

後
に
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。
教
育

の
問
題
、
政
治
、
経

済
、
住
宅
す

べ
て
の
問
題

に
つ
な

が
る
図
表
で

す
。
夕
食
後

の
家
庭

の
話
し
あ
い

に
御
利
用
下

さ
い
。

３６ 年1 月１ 日現在現住人口

圸　区

藤　田

小　坂

森江野

大木戸

大　枝

計

男　 ｜　 女

2･ 255 1　2, 526

1 , 109　1  , 235

1 , 294 1　1 , 364

1 , 077 1　1 , 135

543 1　　559

6 , 278 J　6 , 819

計

4 , 781

2 , 344

2,658
2 , 212

1 , 102

13 , 097

世　 帯

975

459

466

380

194

2 , 474

１ 世 帯
平均人 口

4. 90

5. 11

5. 70

5. 82

5. 63

5. 29

国見町の年齢層別人口構成図
藤
田
小
屋
体
・
簡
保
か
ら
四
五
〇
万

今
工
事
を
進

め
て
い
る
藤
田
小
学

校
の
講
堂
建
設

に
郵
便
局
の
簡
莇

保
険
積
立
金
か
ら
四
五
〇
万
円

の

融
資
を
う
け
る
事
に
決
定
し

た
。

こ
の
外
に
。も
簡
易
保
険
か
ら
国
見

町

に
対
し
て
融
資
さ
れ
て

い
る
亀

の
と
し
て

簡
易
水

道
　

一
、
五
二
〇
万
円

町

営
住
宅
　
　
　

二
四
〇
万
円

森
江

野
小
学
校
　

一
〇
〇
万
円

大

枝
中
学
校
　
　
　

四
〇
万
円

大
木
戸
中
学
校
　
　

七
〇
万
円

公

立
藤
田
病
院
　

七
三
〇
万
円

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
年

六
分
三
厘
と
い
う
き
わ
め
て

安

い
利
息
で
、
し
か
も
二
十
年
年

賦
貭

還
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
簡
易
保
険
は
、
自
分
の
た
め

ば
か
り
で
な
く
、
町
の
発
展
に
も

大
き

く
役

立
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
際
是

非
加
入
さ
れ
る
よ
う
町
当

局

で
も
望

ん
で
い
る
。

ま
す
ま
す
好
調
の

国
民
年
金
届
出

わ
が
町
の
国
民
年
金
の
成
績
は
す

こ

ぶ
る
よ
く
、
十
二

月
末
の
成
績

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
総
体
で

該
当
世
帯
数

一
七
八
三
の
う
ち
届
出
す
ん
だ
世

帯
が
一
五
七
七
で
、
そ
の
割
合
は

八
八
・
四
％

で
あ
る
。
こ
の
率
は

伊
達
管
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
で

も
上
位
を
占
め
る
も

の
で
、
し
か

も
残

る
二
〇
六
世
帯
も
お
そ
ら
く

一
月
中
に
は
届
出
完
了
す
る
も
の

と
見
ら
れ
て
い
る
。

国民年金届出成績表(  35.!2. 31現在)

地　　 区

--W¶四-ia== －
藤 田 地 区

小 坂 地 区

森 江 野 地 区

大 木 戸 地 区

大 枝 地 区

計

駭　当世帯数

647

285
383

298

170

1. 783

届　出
世帯数

542

255

357

266

157

1 , 577

届出率 米 届世帯数

83. 8 %

89. 5
93. 2

89. 3

92- 4

88.4

105

30
26

32

13

206

昭和３５ 年度国見町水稲増牧競技会最高位者の耕種概要

収　跫　　10  ｱ ル当り　　712 5kg

国見町大字 高城字北32 番地　　 八　島　 健　 一

１、品　 種　 ト　 ワ　 ダ

２、苗　　 代

（l） 様　　 式　 保温折衷苗代　　 ］Ｏアール当　39.6m2 （12 坪）

（2） 種　　 蒔　 ４　 月　10　 日

（3） 播 種 量　3  3m2 坪 ）当 り　300g 合 ）

（4） 施 肥 量　3
’3㎡2

（坪 ）当 り　硫安yj
§梟

）?M
燐iy521 ‰

）
翦曁1 器廴

）
３、本　　 Ⅲ

（l） 田　　 貊　 ５　 月　18　 日

Ｏ２　･曳和゙ ･ヽ llf　27.５ｃｍ ×20.  6cm　　3.3m2  ( 坪）当り　5.82 株
素 邑密 度　（9 寸1分）（6 寸8分）　 １株３～４沐 餡

（3） 施 肥 量(  10a当 ）

稲 　 類

㎜ ■■ 〃 ㎜■ ■ ■ 　 四

施 用 倔

二

尿　 素

12.  75k

(  3.400匁)

硫 安 ．重焼哢 ，祟lk 堆　 肥

－　--

1.  125k

備　　　　恚

9.  375k

I(). 500匁)

26.  25k

(  7.  0 匁)

15.00k

(  4.000匁)

尿素電焼燐を小蝠
の時に施し硫安塢
化加里を樞代に施
した。追肥なし

（4） 灌 排 水 活着後10 日毎に

ｌ回干した

土 川干は7.月４日

から６日間足跡

に水がなくなる

程 度に干した

（5） 中耕除草 ３回（第･2 回は

ＰＣＰ使川）

（6） 病虫告防除　 ６回

（7）ﾒU　　 取　 ９　 月　30　 日

○

伸

び

行

く

国

見
・

あ

と

押

す

町

税

○

よ

い

道

も

よ

い

学

校

も

完

納

で



○

ポ

ン

プ

百

よ

り

用

心
一

つ
　
　

○

出

し

て

消

す

よ

り

出

さ

ぬ

が

て

が

ら

…
…
…

町

民

総

消

防

年
　
頭
　
所
　

感

公
民
館
長
　
佐
　

藤
　

善

次

郎

烏
兎
早
々
昭
和
三
十
六
年
の

新
春
を
迎
え
た
。
池
田
首
相
は

年
頭

に
ラ
ジ
オ
で
「
今
年
こ
そ

新
興
日
本

の
輝
か
し

い
年
で
あ

ら
し
め
た
い
」
と
の
国
民
に
対

す
る
挨
拶
が
あ
っ

た
。
新
年
に

当
っ
て
、
今

年
こ
そ

は
、
今
年

こ
そ
は
と
、
来
る
年

々
に
望
み

を
か
け
る
の
は

ひ
と
り
一
国

の

宰
相
の
み
で

は

あ
る
ま
い
。
五
‥

々
一
介
の
庶
民

に
も

、
茆
に
大

小
の
差
こ
そ

あ
れ

、
そ
れ
粨
当

の
希
望
、か
わ
け

ば
こ

ぞ
、
生
き

甲
斐
を
感
ず
る
の
で
あ
る

。
そ

こ
に
新
年
の
意
羂
が
存
ず
る
も

の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
一
年
間

だ
け

の
努
力
が
そ
の
ま
ま
鄒
や

か
し
い
年
を
招
来
す
る
も
の
で

は
な
い
。
努
力
の
集
積
こ
そ
本

当
の
光
輝
あ
る
年
を
か
ち
と
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
致
せ
ね

ば
ら
な
ぬ
。
為
政
者
は
よ
ろ
し

く
こ
の
こ
と
に
鑑
み
、
速
効
薬

的
施
策
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、

望
み
を
将
来
に
託
し
た
体
の
施

策
を
忽
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

特
に
社
会
教
育
に
関
係
す
る
も

の
は
こ
の
心
抑
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
自
戒
す
る
所
以
で
あ
る
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
忌
わ
し

い
問
題
が
惹
起
す
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
一
杯
の
屠
蘇
を
酌
み

交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ん

と
な
く
よ
い
年
を
迎
え
た
の
感

じ
が
出

て
く

る
の
も
不
思
議
で

あ
る
。

何
ん
と
な
く
今
年
は
よ
い
こ

と
あ
る
ご
と
し
、
元

旦
の
朝

晴
れ
て
風

な
し
Ｉ

啄
木
Ｉ

因

み
に
わ
が
「
く

に
み
」

も

こ
の
正
月
号
で
第
四
十
号
を
迎

え
た
。
世
に
三
日
坊
主
と
い
い

三

号
雑
誌
と
い
う
言

葉

が
あ
る
が
、
こ
の

程
の
も
の
は
永
続
し

な
い
こ
と
を
諷
刺
し

た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
第
四
十

号
を
手
に
し
て
、
直
接
取
材
や

編
集
の
仕
事
に
当
ら
れ
た
各
位

に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
る

と
共

に
、
町
民

の
皆
様
に
変
ら

ざ
る
御

支
援
を
心

か
ら
希
う
も

の
で
あ
る
。

張
切
る
豆
剣
士

少
年
劍
道
部
の
寒
稽
古

国
見
町
剣
友
会
が
に囗
少
年
の
健

全
育
成
の
一
穴
を
に
な
っ
て
結

成

し
た
少
年
剣
道
部
は
。
部
員

の
精

進
努
力

と
指
癪
陣
の
た
ゆ
ま
ざ
る

指
導

に
よ
っ
て
着

々
そ
の
実
績

を

あ
げ
、
特

に
昨
年
は
数
々
の
優
勝

を

か
く

と
く
す

る
な
ど
。。
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
た
。
三
十
六
年
度

は
、
更

に
大
き
な
飛
躍
を
し
よ
う

と
、
去

る
五
日
か
ら
寒
捨
古

を
実

施
し
て
い
る
。
本
年
は
部
員
も
増

し
、
三
名
の
有
段
者
を
は
じ
め
、

多
数
の
上
級
者
も
あ
る
と
こ
ろ

か

ら
部
長
佐
藤
伸
彦
君
（

初
段

）
を

中
心
に
自
主
的
な
運
営
を
し
て
熱

心

に
指

古
し
て
い

る
。
指
導

の
任

に
当
っ
て
い

る
斎
藤
太
助
、
佐
藤

徳

造
の
両
氏

は
こ
も

ご
も
次

の
よ

う

に
語
っ
て
い

る
。

「
生
徙
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重

し
て
そ
の
自
発
恬
動
に
ま
か
せ

て
お
く
と
、
か
え
っ
て
よ
く
や

る
も
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
が
少
し

お
く
れ
た
り
す
る
と
迎
え
に
来

る
し
、
後
輩
の
せ
わ
な
ど
も
非

常
に
よ
く
や
り
、
み
ん
な
仲
よ

く
ほ
ん
と
に
好
ま
し
い
グ
ル
ー

プ
関
係
を
つ
く
る
も
の
だ
。
今

の
意
気
込
で
は
、
お
そ
ら
く
今

年
も
昨
年
に
劣
ら
ぬ
効
果
が
期

待
さ
れ
る
…
…
」

【
写
真
】
は
稽
古

始
め
の
勢
揃
い

宵
部
員
名
簿
は
次

の
通
り

△
初
段

佐
藤
伸
彦

（
中
三
部
長
）

仝

．
国
分
旬
段

（
中
三
）

仝
　

目
黒
周
一

（
中
一
）

一
級佐

久
間
信
治

（
中
二
）

仝
　

朽
木
勝
之

（
中

乙

仝
　

朝
内
賢
光

（
中
一
）

二
級

古
溝
忠
一

（
中

一
）

仝
　
　

安
藤
　

祚
雄
（
中
二
）

三
級
　

徳
江
　

正

美
（
中
二

）

仝
　
　

佐
藤
　

和
雄
（
中

こ

仝
　
　

佐
藤
　
　

力
（
中
二
）

四
級
　

斎

藤
　

裕
宏
（
中
一
）

仝
　
　

佐
久
間
利
信
（
中
二
）

仝
　
　

高
橋
　
　

功
（
中
二
）

仝
　
　

佐
藤
　

徳
正
（
小
五
）

仝
　
　

本
田
林
一
郎
（
小
五
）

仝
　
　

後

藤
　

文
男
（
中
一
）

仝
　
　

後

藤
　

正
男
（
中
二
）

仝
　
　

佐
藤
　

光
男
（
中
一
）

仝
　
　

佐
久
間
　

薫
（
小
六
）

六
級
　

盛
中
　

忠
雄
（
小
六
）

仝
　
　

木
間
　

孝
行
（

小
六
）

仝
　
　

吉
田
　

俊
江
（

小
五
）

仝
　
　

徳
江
　
　

登
（
小
五
）

仝
　
　

小
野
繁
太
郎
（
小
五
）

仝
　
　

佐
久
間
文
雄
（
小
五
）

仝
　
　

佐
藤
　

秀
也
（
小
五

）

仝
　
　

高
橋
　

幸
勝
（
小
五
）

仝
　

中
野
　

義
次
（
小
六
）

仝
　
　

渡
辺
　

武
雄
（
小
六
）

七
級
　

瀬
戸
　

共
明
（
小
三

）

仝
　
　

奥
山
　

洋
七
（
小
四
）

仝
　
　

佐
藤
　

勝
男
（
小
四
）

仝
　
　

五
十
風
仁
志
（
小
四
）

柔
道
で
人
間

づ
く
り

森
江

野
大
枝

防
犯

協
力
会

森
江

野
大
枝
地
区
防
犯
協
力
会

（
会

長
徳
江

喜
一
氏
）
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通

し
て
青
少
年
の
健
全

な
育

成
を
は
か
り
、
不
良
化
を
防

止
し
よ
う
と
、
昨
年
十
二
月
二

十

五
日
青
少
年
柔
道
部
を
結
成
し
、

毎
週

火
、木
、
土

の
三
日

づ
っ
練
習

を
つ
づ
け
て

い
る
。

こ
の
会

は
、
十
一
月
二
十
三
日

森
江

野
、
大
枝

地
区
内
の
有
志
が

集
っ
て
設
立
準
備
会
を
開
き
、
会

則
を
審
議
し
、
役
員
及

び
予
算
を

決
定
。
特
志
寄
付
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
意
外
な
反

響
を
よ
ん
で
、
寄

付
を
申
出
る
も
の
続
出
、
た
ち
ま

ち
予
定
額
を
逕

か
に
究

破
し
た
。

こ
の
地
区

民
の
熱
意

に
こ
た
え
る

か
の
如
く
入
会

希
望
者
も
多
く
出

た
の
で
、
始

め
二
十
畳

の
予
定
を

変
更
し
て
四

十
畳

と
稽
古
衣
十
着

を
設
備
し
た
の
で

あ
っ

た
。

部
員

は
少
年
部
（
中
学
生
）
十
八

名

、
青
年
部
三
十
四

名
の
計
五
十

二
名

。
稽
古
時
間
は
毎
日
午
后

六

時
か
ら
七
時
半
ま
で
少
年
部

、
七

時
半

か
ら
九
時
ま
で
青
年
部

と
し

役
員
及

び
指
導
者
は
次

の
通
り
で

あ
る
。

会
長
　
　

徳
江
喜
一

副
会
長
　

鈴
木
与
平

会
計
　
　

高
橋
勇
記
　

佐
藤
英
治

理
事
　
　

菊
地
亀
七
　

吉
田

光
助

佐
藤
栄
佐
久
　

菊

地
吉

佐
久
間
盛
正
佐
野
市
郎

高
梨
正
広
　

松
浦
新
平

岩
城
健
治
　

玉

手
昭
市

菊
地
豊
三
　

鈴
木
政
治

鈴
木
幸
雄

幹
事
　
　

牧
野
武
夫
　

佐
藤
亮
一

吉
田
勝
基
　

渋
谷

忠
治

佐
藤
洋

、一
　

鈴
木
正
夫

指
導

者
　

室
井
正
喜
　

加
藤
　

督

佐
藤
亮
一
　

大
波

隆
雄

村
上
長
蔵
　

徳
江

年
男

伊
藤
一
敏
　

大
戸
　

栄

｡あぶないとしご ろ″

もう一度 よく反省 し よう

わ
れ
わ
れ
の

子
弟
た
ち
は
、

生
れ
る
と
か
ら

常
に
何
か
に
ね

ら

わ

れ

て

い

る
。
そ
し
て
そ

の
悪
魔
に
対
し

て
わ
れ
わ
れ
は

常

に
そ
れ
に
対

応
す
る
処
置
を

し
て
こ
れ
ら
の

悪
況
の
手
か
ら

子
弟
を
護
っ
て

い
る
。

殊

に
種
痘
と

か
注
射

と
か
に

よ
っ
て
病
気
を

未
然

に
防
ぎ
、

あ
る
い

は
そ
の

被
害

を
最
少
限

度
に
と
ど
め
て

い
る
。
し

か
し
身
体
的
方
面
は
一

応
そ

れ
で

よ
い
と
し
て
、
精
神
面

の
対
策

は
十
分
で
あ
ろ
う
か
。
い

わ
ゆ

る
不

良
化
や
非
行
の
問
題
に

対
し
て
万

全
の
策
が
講

ぜ
ら
れ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

次

に
青
少

年
非
行

の
原
因
を
分

析

し
て
、
世
の
親
さ
ん
達
と
も
う

一
度
、
わ
が
子
、
わ
が
家
庭

、
わ

が
社
会
環
境
に
つ
い
て
よ
く
反
省

し
て
、
も
し
も
心
当

る
と
こ

ろ
が

あ
つ
た
ら
早
速
対
策

を
講

ず
る
こ

と
に
し
よ
う
。
（

福
島
県

生
徒
指

導
主
事
長
田
長
雄
先
生
の
書
面

よ

り
借
用
）

非
行
原
因

の
分
析

田

家
庭
環
境
の
問
題

家
庭
の
生
活
が
だ
ら
し
な
い
。

夫
婦
の
間
に
い
ざ
こ

ざ
か
お
る
。

父
母
の
教
育
態
度
が
ま
ち
ま
ち
で

あ
る
。
兄
弟
、
姉
妹
の
聞
が
う
ま

く
な
い
。
き
び
し
い
ば
か
り
で
あ

た
た
か
さ
が
な
い
。
全
く
の
放
任

主
義
。
人
間
味
が
な
い
。
こ
ん
な

家
庭

か
ら
多
く
非
行
少
年
が
出
て

お
り
ま
す
。

②

社
会
環
境
の
問
題

子
供
の
生
活
は
、
学
校
、
家
庭
、

社
会
と
澂

い
関
係
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
三
つ
の
う
ち
、
ど
れ
が

ま
ず
く
て
も
困
り
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
の
は
ん
ら
ん
、
悪
徳
成
人
、
教

育
へ
の
無
関
心
と
無
責
任
、
現
在

の
社
会
環
境
は
決
し
て
よ
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
子
供

に
賢
明
な
態

度
を
教
え
る
と
共

に
、
お
と
な
も

十
分
に
反

省
す

べ
き
で
す
。

圓

社
会
教
育
の
問
題

健
全
な
青
少

年
活
動

に
参
加
し

て
い
る
者
に
非
行
者

は
な
い
と
い

わ
れ
て
。い
ま
す
。
文
化
施
設

、
優

良
映
画
、
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
奨
励
し
、
父
母
も
社
会
も

教
育
と
い
う
こ
と
に
熱
意
を
も
っ

て
、
み
ん
な
が
手
を
つ
な
い
で

青

少
年

を
守
り
育
て
る
こ
と
に
っ
と

め
ま
し
よ
う
。

㈲

個
人
の
素
質
の
問
題

非
行
者

の
中

に
は
異
常
な
変
質

的
性
格
の
者
も
あ
り
ま
す
が
、
何

ら
か
の
要
求
不

満
か
ら
、
あ

る
い

は
正
し
い
し
つ
け
や
教
育
を
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
弱
い
性
格
、

わ
が
ま
ま
な
性
格

と
な
っ
て
し

ま

っ
て
、
正
し
く
生
き

る
た
め
の
努

力
が
で
き
な
く
な
っ
た
者

が
多

い

の
で
す
。
学
校
も
家
庭
も

そ
う
い

う
原
因
を
取
り
除
く
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
よ
う
。

映
画
感
想

「

結

婚

の
条

件

」

を

み

て

十
二
月
十
一
日
青
年
研
修
所
で

行

わ
れ
た
婦

人

講

座

に
参
加
し

て
、
新

生
活
運
動
と
い
う
こ

と
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
特

に
、
そ
の
と
き
見

た
三

本

の
映
画
の
う
ち
、
「
結
婚

の
条

件
」
と
い
う
二
巻
ば
か
り
の
映
画

が
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で

感
じ
た
ま
ま
を
記
し
て
み
ま
す
。

×
　
　
　
×
　
　
　
×

日
本
の
農
村
は
、
今
、
日
に
夜

を
つ
’い
で
激
し
い
姿
で
変
り
つ
つ

あ

る
、
生
活

の
習
慣
も
、
生
産
の

様
式
も
、
人
間
関
係
も
、
そ
し
て

結
婚
も
。

結
婚

は
そ

の
新
し
い
農
村
の
姿

の
中
で
、
ど
ん
な
条
件
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
テ

ー
マ
で
画
い

た
の
が
こ
の
映
画

の
よ
う
で
す
。

結
婚
適
令
に
来
た
一
郎
は
両
親

の
す
す
め
る
結
婚

を
一
応
考
え
て

い
る
の
だ
が
、
何
と
な
く
自
信
が

も
て
な
い
。
耕
運
譏
も
買
っ
た
し

台
所
も
改
善
し
た
し
、
結
婚
費
用

も
十
万
円
程
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
一
郎
の
家

は
田
畑
一
町

の
百
姓
だ
が
、
生
活

に
余
裕
が
あ

る
と
い
う
程
で
も
な
く
、
百
姓
仕

事
だ
っ
て
耕
運
譏
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
楽

に
な
っ
た

と

は

い

え
な

い
。農

業
経
営
の
面
で
も
、
い
つ
ま

で
も
米

ば
か
り
に
頸
ら
ず
に
、
や

が
て

は
酪
農
を
し
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
で
い

る
。
米
に
ば
か
り

頸
る
経
営
で

は
農
村
の
経
営
は
決

し
て
楽

に
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に

跛

の
立
場
も
よ
く
な
ら
な
い
。

農
村

の
「
結
婚
の
条
件
」

と
は

何
か
、
彼

は
仲
間
と
も
一
生
懸
命

話
し
あ
っ
て
み

る
。
先
輩
の
良
雄

は
「
嫁
さ
ん
が
気
兼
ね
な
く
生
活

出
来
る
家
庭
を
今

か
ら
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と

い
う
。

生
活
改
善
と
い
っ
て
も

、
生
活

の
形
式

が
変
っ
て
中
味
は
依
然
と

し
て
昔

の
家
農
制
度
が
残
っ
て
い

る
の
で

は
、
生
活
改
善
の
意
味
を

な
さ
な
い
。
一
郎
の
姉
は
一

日
里

帰
り
し
て
来
た
が
、
一
日
中
赤
ん

坊
を
母

親
に
あ
ず
け
た
ま
ま
ね
む

り
っ
づ
け
て
い
る
。
帰

る
時
か
な

ら
ず
母
親
か
ら
小
づ
か
い
を
も
ら

っ
て
い
く
。
一

郎
は
姉
の
こ
う
し

た
姿
を
み
て
、
自
分
の
結
婚
は
こ

う

い
う
姿
に
は
す
ま
い
と
思
う
。

新
し
い
人
間
関
係
を
根
本
的

に
作

り

変
え

よ
う
と
す
る
農
村
人

の
膕

い
を
見

る
よ
う
な
映
画
で
あ
る
。

こ
う

し
た
問
題
点
に
つ
い
て
一

郎
は
よ
く

勉
強

を
し
、
父
母

と
ゑ

話
し
あ
い
、
先
輩
の
教
え
も
受
け

て
一

つ
一

つ
解
決
を
は
か
り
、
や

が
て
理
想
の
女

性
と
結
は
れ
て
い

く
と
い
う
も
の
で
、
世
の
適
令
蝴

に
あ
る
若
人

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
親
た
ち
に
も
一
見
を
お
す
予

め
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

世
の
夫
に
も
の
申
す

先
月
号
の
″
妻

に
も
の
申
す

″

の
記
事
を
見
ま
し

た
が
、
全
文
妻

の
「
若
さ
」
を
求

め
る
、
世
の
夫
、

｀

世
の
男
性
の
声
で
塗
り
っ
ぶ
さ
れ

て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
わ

た
く
し
た
ち
世

の
妻
は
、
杳
々
意

見
を
ま
ｔ乙
め
て
、
夫
た
る
人
、
男
性

た
る
人
々
に
一
言
申
上
げ
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
女
の
心
と
し
て
・

は
、
一
日
で
も
永
く
若
さ
を
保
ち

た
い
と
念
願
し
な
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
老
い
衰
い

て
行
く
と
い
う
こ

と
ぽ
ど
悲
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
さ
は
、

女
性
共
通
の
生
命
で
す
。
で
は
、

ど
う
し
て
こ
の
大
切
な
生
命
が
失

わ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

第
一
は
、
九
十
九
％
ま
で
の
女
性

は
生
活
上
の
過
労
で
す

。
第
二
は

ひ
ん
ぱ
ん
な
姙
娠
、
分
娩

、
人
工

流
産
、
育
児
等
に
よ
っ
て
、
心
身

共

に
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て
い
く
の

で
す

。

そ
れ
で
は
、
だ
れ
が
か
よ
う
に

妻
を
ガ
タ
ガ
タ
に
す
る
の
か
と
い

う
と
、
正
直
に
い
っ

て
そ
れ
は
、

み
ん
な
隹
の
夫
で
す

。
そ
れ

で
は

な
に
ゆ
え
に
夫
が
そ
う
す
る
の
か

と
い
え
ば
、
世
の
九
十
九
％

ま
で

の
夫

は
、
知
性
、
能
力
共

に
低
く

妻

に
寄
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
生
活

し
て
行
け
な
い
の
で
す
。
共

稼
ぎ

の
美
名
は
、
結
局
は
妻
に
生
活
上

の
重
荷
を
負
わ
せ
、
最
愛
と
称
す

る
妻
を
骨
と
皮
ば
か
り
に
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

次

に
、
世
の
夫
た
ち
は
日
本
の

人

口
問
題
を
考
え
、
ま
た
は
母
休

の
保
護
－

１

健
康
に
し
て
健
全
な

る
Ｉ

幸
福
な

る
国
民
生
活
の
建
設

な
ど
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
見
た

こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
蝗
の

姙
娠

の
気
配
を
見
た
年
寄
り
た
ち

は
、
同

情
も
し
関
心
も
持
ち
ま
す

が
、
夫

は
、
社
会
の
実
情
も
年
寄

り
の
気
持
ち
も
く
み

と
る
で

な
く

た
だ
一
方
的

に
○
○
の
行
使

の
み

を
は
か
る
と
い
う

、
無
理
解

、
無

謀
を
平

気
で
繰

り
返

し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
心
に
も

な
い
姙
娠

や

人
工
流
産

の
数
を
重
ね
、
妻
は
ヘ

ト
ヘ
ト
に
っ
か
れ
、
生
け
る
屍

に

な
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
妻
の

立

場
を
考
え
て
く
れ
る
夫
は
な
い

と
い
う
も
共
通
の
意
見
で
し
た
。

そ
こ

で
妻
の
共
通
の
願
い
と
し

て
、
夫

た
る
人

々
に
真
剣
に
も
の

申
し
ま
す
が
、
そ
の
第
一
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
夫
の
生
活
能
力
で

す

。
生
活
能
力
が
低
い
か
ら
と
い

っ

て
今

さ
ら
ふ
り
出
し
か
ら
出

直

す
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
世

に
出
よ
う
と
す
る
若

い
男

性
た
ち
は
、
妻
子
を
や
し
な
う
自

信
が
な
い
う
ち
は
結
婚
を
控
え

た

方
が
お
互
の
た
め
で
し
ょ
う
。
第

二
は
、
端
的

に
申
し
ま
す
が
、
避

姙

の
知
識

と
ま
じ
め
な
実
行
力

を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ

と

で
す
。
ほ
ん
と
う
に
こ
れ
は
い
の

ち
が
け

の
問
題
で
す
。
第
三
は
、

共

稼
ぎ
で

あ
る
以
上
は
、
お
し
め

洗
い
も
、
歸
巾

が
け
も
、
飯
た
き

も
、
男
だ
か
ら

し
て
な
ら
な
い
と

い
う
理
由
は
ど
こ

に
も
見
当
り
ま

せ
ん
。
人
間
的
な
思

い
や
り
を
も

っ
て
、
妻
の
過

重
負
担

を
軽
減
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
切
願
で
し

た
｡０

第
四
は
精
神
面
に
つ
い
て
で
す

が
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
結
婚
に

あ
こ
が
れ
を
も
つ
悲
し
い
宿
命
の

星
の
下
に
生
れ
て
き
た
の
で
す
。

「
入

と
生
れ
て
女
と
な
る
な
か
れ
」

と
は
誰
か
の
こ
と
ば
で
し
た
が
、

実
際
九
十
九
％
ま
で
の
女
性
は
、

妻
と
い
う
名

の

過

重

労

働
者
で

す
。
そ
し
て
、
な
ん
の
楽
し
み
も
な

く
老
い
衰
い
て
死

ん
で
行
く
の
で

す
が
、
こ
れ
が
は
た
し
て
人
間
的

と
い
え
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
男

女
同
権
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

理
屈
は
知
り
過
ぎ
て

お
り
ま
す
。

妻
に
も
幸
福
を
追
求
す

る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
す
べ
て

を
宿
命
と
あ

き
ら

め
て
、
暗
い
忍
従
を
し
て
い

る
妻
や
夢
見
心
地
で
嫁

い
だ
こ
と

を
後
悔
し
て
い
る
女

性
も
少
く
あ

り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
嘆
き
や
悲

し
み
や
不
平

や
不
満
等
を
平
気
で

与
え
て
い
る
の
は
、
一
体
だ
れ
で

し
ょ
う
か
。
だ
れ
の
責
任
で
し
ょ

う

か
。
夫
た
る
人
々
は
、
胸

に
手

を
あ
て
て
反
省
す
る
と
共

に
、
以

上
に
掲
げ
た
項
目
に
つ
い
て
即

刻

実
行

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

の
ぷ

満
場
一
致
の
意
見
で
し
た
。

つ
老
い
行
く
妻

だ
ち
ょ
り
）

編
集
後
記

Ｕ
新
年
お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

Ｕ
「
く
に
み
」
も
四
十
号
を
迎

え
ま
し
た
。
思
え

ば
、
書
き

す

ぎ
た
こ
と
、
書
き

た
り
な

い
こ
と
い
っ
ぱ
い
で
す
。

○
農
業

は
曲
り
角
に
き

た
、
壁

に
つ
き

あ
た
っ
た
と
い
わ
れ

て
数
年

、
体
質
改
善
の
準
備

も
軌
道
に
の
り
ま
し
た
。

○
町

づ
く
り

の

基
は
人
づ
く

り
。
人
づ
く
り
の
基
は
話
し

あ
い
、
三
人
よ
れ
ば
何
と
ぞ

ら
、
話
し
あ
い
か
ら
名
案
が

生
れ
る
。

○
み

ん
な
で
よ
く

話
し
あ
っ
た

部
落
は
、
そ
ろ
っ
て
新
正
月

に
切
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
「

わ
が
妻
に
も
の
申
す
」
と

い
い
、
「
世
の
夫
に
も

の
申

す
」
と

い
う
の
も
つ
ま
り
は

集
団
的

な
話
し
あ
い
で
す
。

あ
ま
り
神

経
を
と
が
ら
せ
た

い
で
、

お
よ
み
下
さ
い
。
こ

れ
か
ら

も
ど
し

ど
し
御
投
諠

願
い
ま
す
。

○
同
級
会
ブ
ー
ム
起

る
。
昔
の

良
い
子

に
な
っ
て
下
さ
い
。
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